




 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集落のみなさまへ 

◆放置された山林の中は暗く、木の生長も悪いなど不健康な状態で、地表

の土砂が流れ出す恐れがあります。 

◆また、裏山の急斜面で樹木が大径化すると、強風や強雨で人家や道路へ

の倒木被害を及ぼす恐れもあります。 

 

○家の裏の急斜面にある大きな危険木の伐採ができます。 

○増えすぎた竹や常緑樹、ツル植物や枯れた木を抜き伐りして、明るい健全

な里山林に戻すことができます。 

○表土の流出を防ぐ丸太柵工や荒廃した谷の侵食を抑える床固工などの簡

易な防災施設が設置できます。 

○山を管理するための歩道が設置できます。 

○防災マップ・避難マニュアルづくりなど自主防災活動を支援します。 

何ができるの？ 

里里里山山山防防防災災災林林林整整整備備備のののおおお知知知らららせせせ   
  

近年の台風や豪雨では、人

家裏の山林で崩壊が多く

起こりました。 

左：竹林の崩壊 

右：人家への倒木 

 

 

 

集落裏山の森林整備【完成後】 
危険木の伐採 

竹林整備と床固工 森林整備と丸太柵工 

◆ 地元の経費負担はありません 

◆ 伐採する木の補償や借地料等はありません。 

（伐採木や植栽木は森林所有者のものです） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○１年目に、集落裏山の森林の状態や危険な場所を調べ、森林整備や防

災施設の配置などの整備計画を考えます。 

○減災活動支援希望の集落については、集落内の危険な箇所を明示した

防災マップや避難マニュアルを住民の方と一緒に作成し、集落の自主

防災の取組みを支援します。 

○２年目に、整備計画を基づいて、森林整備工事を行います。 

どうやって？ 

 

 

○森林所有者を特定し、整備に対する承諾や 

合意形成が得られるよう、きちんと集落のなか 

で話し合いましょう。 

森林所有者の承諾・合意が無ければ事業は実施できません。 
 

整備した森林を適切に維持するために、森林所有者と市町とで、

整備地の山を削ったり、丸裸に伐採する行為を禁止する 10 年間

の管理協定を結んでいただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

地域の森林は皆さんの共通の財産です。最初に県で整備を行いま

すが、その後は地域の皆さんで、しっかり管理していきましょう。 

 

つぎのことは、必ず守って下さい 

  点検パトロール 竹林の管理 

整備の期間は２年間です 

  

 

台風時には 

減災効果を発揮 

日頃から「自分の命は自分で守る」自

助の意識を高めましょう。 

集落の「防災マップ・避難マニュアル

づくり」や研修をお手伝いします。 

でも限界が 

（お問い合わせ先） 

要望に関すること 三田市里山保全課 電話 079-559-5226 

整備に関すること 兵庫県阪神農林振興事務所里山・森林課 電話 079-562-1392 


